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【緒 言】連結固定の目的は,支 持能力の減弱 し

た歯に対する力のコン トロール と,そ れに基づ く

長期的機能維持である。 しかし,多 数歯に動揺が

ある症例や多数歯欠損症例では,固 定源が不十分



となりやすい。その対応 として,動 揺歯に隣接 し

て植立 した歯科 インプラン トと連結固定すること

に着想 し,三 次元有限要素法により,天 然歯とイ

ンプラン トとの連結条件 を変更 した場合について

検討 した。

【材料および方法1下 顎骨に6前 歯を植立 し,左

右側小臼歯部にインプラン ト体 を2本 ずつ埋入 し

たモデルAを 作成 し,骨 レベル を5.5mm低 下 さ

せた ものをモデルBと した。 またモデルBの イ

ンプラン ト上部構造 と前歯歯冠部を連結したもの

をモデルCと し,モ デルCの 左右側犬歯 と第一

小臼歯部上部構造問にPOMを 介在させたものを

モデルDと した。 インプラン ト体と周囲骨問に

Gap要 素 を設定 し,歯 根膜 を直行異方性弾性材

料 と設定 してそれぞれの被圧変位量 を再現 した。

下顎骨遠心断面を完全拘束 し,天 然歯 とインプラ

ント上部構造の咬合面中央部を荷重点 として咬合

平面に対 して垂直に5kgfの 荷重 を付与 し,線 形

静解析 した。中切歯周囲骨 と第一小臼歯部インプ

ラン ト体周囲骨 における最大相当応力値 を解析対

象とした。

【結 果】中切歯周囲皮質骨における最大相当応

力値 は,モ デルAで8.OMPaで あ り,モ デルB

では17.3MPaに 増大 した。モデルCで は5.7MPa,

モデルDで は5.3MPaと 減少 した。 インプ ラン

ト体周囲皮質骨の最大相当応 力値 は,モ デルA

で5.9MPa,モ デ ルBで41.OMPa,モ デルCで

44.7MPa,モ デルDで23.6MPaで あった。

【考 察】骨 レベルの低下により中切歯周囲骨の

応力値は増大 したが,隣 接す る歯科インプラント

との連結により正常な骨 レベルのモデルに近い値

となった。 また歯科インプラン トと天然歯を直接

連結 したモデルに比較 してPOMを 介在 させたモ

デルではインプラン ト体周囲骨における応力値の

増大が抑制 された。よって,本 研究の設定では支

持能力が低下 した天然歯 を連結固定する場合の補

強 としてインプラントが有用であること,天 然歯

と歯科 インプラン トとの連結条件の設定 により,

機能圧の分布 を調節できることが示唆 された。


